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 NPO 法人介護の家コスモス男山は、今春開設 15 周年を迎えました。6 月定期総会終了後、私が

理事長を引き継ぐことになりました。 

 前理事長・井上一枝氏は創設時より理事長、所長、ケアマネジャーの三役を担ってこられました。コス

モス男山の地道な活動を引き継ぎ更に次世代に繋いでいきたいと思います。 

 思い起こせば、ＮＰＯ法が施行され、さらに 2 年後の 2000 年介護保険の施行がきっかけとなり、福

祉系 NPO 法人が多く誕生しました。地域で長年、有償、無償のボランティア活動を地道に歩んでいた

団体が法人格を獲得し活動の基盤を確保したと言われています。 

 「法人介護の家コスモス男山」も同様です。介護の家としての理念を持ち、小規模多機能型居宅介護

事業所として役割を果たしてきました。NPO としての地域活動、介護施設としてスキルアップを常に念

頭に置き活動しています。 

 近年地域では一人暮らしの方が急増しています。高齢者が安

心して暮らす為にコスモス男山が、地域の「居場所」でありたい

と願っています。 

 今、世界は SDGｓと唱っています。持続可能性とは日常を破

壊せず、日常の維持を目指すこと。平穏な毎日を維持することの

難しさを感染症で体験し、ウクライナ侵略の報道、災害の多い我

が国にも季節の巡る度々被害が発生します。平穏な日常はじつ

は簡単ではないのだと思います。 

                        

 理事長   三宅 悦子 
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10年以上表彰のメンバー（9名） 

5年～9年表彰のメンバー11名 

コスモス男山 15周年記念の集い 

かけつけて下さった 

来賓のみなさま 
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本年度の運営推進会議にご参加頂いている 

委員の皆様 よろしくお願いいたします 

 
利用者のご家族 1 名、近隣住民の方々 3 名 

民生児童委員 1 名、配膳ボランティア 1 名 

NPO法人介護保険オンブズマン機構・大阪より 1 名 

八幡市高齢介護課より 1～2名 

八幡市包括支援センター美杉会より  1 名 

コスモス男山より 4名（理事長、副理事長、所長、事務局長） 

「15周年記念の集いを終えて」   
 

            副理事長 井上一枝 

開設より 15 年、概ね大過なく経過し、運営・活

動出来た事は会員、ご利用者、ご家族、職員をは

じめ地域の皆様方のお力添えのお蔭と深く感謝申

し上げます。 

ヘルパー、ケアマネジャーをしながら自らが高

齢者になろうとしていた２０数年前、住み慣れた

地域で安心して老いる事が出来るだろうか？これ

からの高齢社会を人任せにしてはいられないとい

う思いで起業を考えていました。丁度その時、京

都市主催の「起業セミナー女塾」に参加し、大き

な後押しを頂きました。セミナー企画者の片岡勝

氏の「これからの社会を変えていくのは女性であ

る」というジェンダー論にも触発され、更に様々

な参加者（女性）との交流も私の想いを強くさせ

ました。 

 これからは次世代職員と共にこれまで培っ

てきたコスモス男山の理念(人権意識)を更に

深め、学び合いながら事業の継承・発展を図

っていきたいと思っています。又、地域の皆

様としっかりと手を携えて歩んで参る所存で

す。宜しくお願い致します。 

 



 

 

営業時間：火曜日～金曜日 12：00～15：00 

予約制でランチ（700円）を提供しています。 

（予約は 3日前まで）ドリンクだけでも OKです。 

コロナ禍 7月オープンしました！！ 
【健康寿命を延ばそう！】を合言葉に、コスモス男山主催の

「きらっと☆シニア倶楽部」はオープンしました。 

オープンするまでは仕事終わりに 6～７回集まったり、担当者

みんなが他の体操教室で体験させていただいたりと、イメージづ

くり、プログラムづくりに大車輪の日々でした。 

前半は体力づくり。ストレッチ、筋トレ、リズム体操、ボール

運動などに脳トレも取り交ぜてあっという間の 1 時間。後半は、

ゲームを中心に創作、ストレスマネジメントなど心や頭も動かし

て、最後はティータイム。手作りスイーツも登場して、ほっこり

ゆったりのひとときです。 

自分の体や心、頭に向き合うだけでなく、参加者同士の出会い

も大切にした楽しい場にしたいなあと思っています。 

 
 8 月 23 日は夏祭り。盆踊りと紅白分かれてのゲーム合戦で大盛り

上がりでした。まだ少し空きがあります。ぜひ一度ご参加くださ

い。お待ちしています！ （参加費：お茶・お菓子代 100 円） 

   毎月第2、第4火曜日 13時～15時 D18棟集会所  

連絡先：９８３－２７３７ コスモス男山  

（「きらっと」の申し込みです、とおっしゃって下さい。） 

美味しくて栄養バランスが良くて 

一人暮らしにはとても助かります。 

お店の雰囲気も良い。 

毎日来たいけど、経済的にちょっと・・・・。 

なので、週に２～３日来ています。 

利用者がもっと増えたらいいと思うけど、調理す

る方が忙しくなるし、700円はちょっと高いかな。 

 

メニューが高齢者向けで、食べ 

やすいんです。 

普段は簡単な物しか作りません。 

自分では作れない手の込んだ料理を 

頂けて、ありがたいです。週に一回、ちょっとオ

シャレしてここまで歩いて来て、なじみのスタッ

フさんとおしゃべりするのも楽しみです。❤ 
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両親の介護を通して、認知症を経験し

て思うことは、講習であった通り、早

期の発見と受診が重要。周りの理解と

助けが大切なのだと思いました。Ｆ 

感染症で、心臓の手術を受け、脳

梗塞を発症しました。医師により

ますと、脳梗塞を経験すると、認

知症になり易いとのこと、注意深

く聞かせていただきました。Ｔ 

認知症になった人を「困っ

た人」にしないで、受け入

れて見守っていける暮らし

易い社会（地域）になるよ

う、福祉委員として協力で

きればと考えました。Ｙ.Ｋ 

介護の家コスモスでは、認知症を発

症した人も、楽しく日常生活を送っ

ていること、本人も楽しく幸せを感

じていることを知りました。Ａ.Ｔ 

6 月 25 日 第 4 住宅福祉委員会 見守り委員の皆さんに、副

理事長が「認知症について」お話しさせていただきました。皆さ

んから寄せて頂いたご感想を紹介します。 

出前講座 

私の周りには、認知症の方

が居なくて、今までは殆ど

未知の世界でした。認知症

について分かりやすく丁寧

に話して頂いて、有意義な

ひとときでした。Ｔ.Ａ 

誤りを指摘したり、否定したりはせ

ず、寄り添う姿勢で穏やかに接する

のが支援の基本という 

ことを胸に刻みました。 

最近、物忘れが多くなって来

ました。認知症と物忘れは別

物だと今は分かっています

が、もしそうなったら、認め

る努力をして、“おかしいと思

ったら病院に行く。” 

これが大事です。 
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コ
ス
モ
ス
男
山
で
勤
務
を
始
め
て
7
年
目
に
入
り
ま
し
た
が
、

そ
の
間
に
色
々
な
資
格
取
得
や
研
修
に
参
加
す
る
機
会
を
与
え

て
頂
き
、
今
回
も
介
護
支
援
専
門
員
を
目
指
す
き
っ
か
け
を
頂

き
ま
し
た
。 

い
ざ
勉
強
を
始
め
る
と
あ
ま
り
の
範
囲
の
広
さ
に
気
が
遠
く

な
り
そ
う
な
思
い
で
し
た
。
何
と
か
試
験
に
合
格
し
た
後
も
、
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
実
務
研
修
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
う
こ

と
で
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
。
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
職
場
の
同

僚
に
助
け
て
も
ら
い
、
無
事
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

介
護
支
援
専
門
員
は
介
護
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
や
福
祉
の

分
野
で
の
知
識
・
技
術
も
必
要
で
、
多
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
、

利
用
者
さ
ん
の
望
む
暮
ら
し
を
支
援
し
て
い
く
中
核
と
な
る
存

在
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
学
ん
で
い
く
こ
と
ば
か
り 

で
す
が
、
利
用
者
さ
ん
と
信
頼
関
係
を 

築
き
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
生
活
し
て 

い
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
け
た
ら
、 

と
思
っ
て
い
ま
す
。   
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認
知
症
介
護
基
礎
研
修
（

ZOOM

）
１
名 

第
３
回 

定
例
理
事
会 

第
３
回 

運
営
推
進
会
議 

排
水
口
等
洗
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～

10

日 

共
用
部
消
防
点
検
工
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9
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15
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認
知
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基
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修
（
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調
理
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以
降 

毎
月
第
２
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シ
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書名 著者 発行所 

さすらう地 韓国文学セレクション キム・スム 新泉社 

きみが死んだあとで 代島治彦 晶文社 

納豆の文化史 横山智 農文協 

人新世の「資本論」 斎藤幸平 集英社新書 

楽園のゲルニカ ペリリュー10、11、外伝 1 武田一義 白泉社 

認知症はよくなりますヨ 稲葉泉 本の泉社 

養老先生、病院へ行く 養老孟子、中川恵一 エクスナレッジ 

神よ憐みたまえ 小池真理子 新潮社 

水俣病 原田正純 岩波新書 

戦争とバスタオル 安田浩一、金井真紀 亜紀書房 

残照の頂 続・山女日記 湊かなえ 幻冬舎 

砂に埋もれる犬 桐野夏生 朝日新聞出版 

福島菊次郎 あざなえる記憶  那須圭子 かもがわ出版 

自律神経を整える 「長生き呼吸法」 小林弘幸 アスコム 

もろびとの空 天野純希 集英社 
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コスモス文庫 

〇 豊中市の水戸喜世子さん・和泉市の鄭昌憲さんより書籍を 

〇 ｢ひだまり」利用のふきよせさんより捨て布を 

〇 雄徳在住の山内晴美さんより洗剤を 

〇 上階にお住いの向井さんより果物等を 

〇 その他 大量のティッシュ、菓子類等を 

多くの方々より頂きました。  ありがとうございました。   

 

 

 

 

編

集

後

記 

◇
月
に
一
度
読
書
会
と
称
し
て
大
阪
・鶴
橋
に
あ
る
居

酒
屋
で
の
飲
み
会
に
参
加
し
た
。
ア
コ
タ
・
ク
リ
ス
ト
フ

「悪
童
日
記
」の
書
評
を
終
え
酒
が
回
る
に
つ
れ
「ロ
シ
ア

軍
侵
略
」
「安
倍
国
葬
」
と
い
う
生
々
し
い
議
論
を
口
角

泡
を
飛
ば
し
な
が
ら
。
こ
の
場
所
は
自
ら
の
想
い
を
微

調
整
で
き
る
数
少
な
い
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

◇
パ
ク
・
ゴ
ヌ
ン
の
「
ウ
ジ
ャ
と
ソ
ナ
」
を
手
に
取
る
。
子

育
て
日
記
を
劇
画
化
し
た
作
品
だ
が
、
単
な
る
育
児
日

記
で
は
な
い
。
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
逃
れ
中
国
で

大
韓
民
国
臨
時
（
亡
命
）
政
府
と
共
に
日
本
軍
の
爆
撃

か
ら
逃
れ
る
た
め
の
逃
避
行
。
そ
の
中
で
の
子
育
て
日

記
。
ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
と
重
ね
て
し
ま
い
ま
す
。 

◇
コ
ス
モ
ス
男
山
の
活
動
と
少
し
距
離
を
置
い
て
新
た

な
息
吹
を
注
入
す
る
材
料
を
見
つ
け
出
す
、
そ
う
い
う

「場
」を
拡
げ
て
い
け
た
な
ァ
と
八
〇
歳
近
く
に
な
っ
た

今
思
う
と
こ
ろ
で
す
。 

48
号
が
発
行
さ
れ
る
頃 

私
達
を
取
り
巻
く
世
界
が 

ど
の
様
に
変
容
し
て
い
る
の
か
、
否
か
。  
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